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特集に寄せて
　特集 1 は 2014 年 11 月 26 日に、本誌の発行母体である「千葉大学公共学会」
の設立記念に鈴木寛氏をお招きして開催した講演会の模様を収録する。この講
演は「熟議をめぐる政治と政策―政治家の経験を踏まえて―」と題して行われ、
文部科学省副大臣として推進したリアル熟議やネット熟議を中心に、鈴木寛氏
に政治や政策についてお話いただいた。
　鈴木寛氏は 1986 年に通商産業省に入省。2001 年には参議院議員初当選（東
京都）。12 年間の国会議員任期中、文部科学副大臣を 2 期務める。2012 年に
は一般社団法人「社会創発塾」を設立。2014 年、東京大学公共政策大学院教授、
慶応義塾大学政策メディア研究科兼総合政策学部教授に同時就任。また、日本
サッカー協会理事、JASRAC 理事を務めている（公共研究編集委員会）。
〈開会あいさつ・講演者紹介〉
倉阪秀史：こんにちは、千葉大学の公共学会が設立された記念シンポジウムと
いうことで今日、鈴木寛さんにお越しいただきましてお話をお伺いすることに
なりました。
　簡単に公共学とはどのようなものかについて、お話をします。公共学とは思
想的・歴史的な基盤と実践的な政策形成の力と両方を兼ね備えた学問です。こ
れまでの学問は、例えば典型的なものとしては経済学ですが、従来のトレンド
を延長して将来の予測をしてどのように変化していくのかを考えるような学問
が主流でした。一方、公共学では、将来どうあるべきかをまず考え、そこに至
るためには何をすればいいのかをバックキャスティングで考えます。これが
公共学のひとつの特徴になろうかと思います。過去のトレンドを引き伸ばして
将来どのように動いていくのだろうかと予測していくという経済学的な手法は、
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人々の考え方や技術などがある程度固定的になっている社会においては効果を
発揮します。
　ただし現在は転機の時代です。エネルギー基盤もそうですし、中央から地方
へという動きもありますし、人口減少社会への転換という課題もあります。い
ろいろなかたちで変わらなくてはいけません。人々の考え方もいろいろな議論
をする中で変わっていきます。そのような柔軟な人物像・人間像を前提として、
そういった人たちが集まって将来どうあるべきか、どのような技術を育てるの
か、どのような社会にしていくのか、それをみんなで考えてそこに至るために
どうすればいいのかを考えること、これが公共学のひとつのポイントだと思い
ます。将来社会全体がどうあるべきかを考えることができる公共的市民を育て
ることを、千葉大は進んでやっていきたいと考えています。
　今日お招きしている鈴木寛さんは熟議の実践をしていく、政府の中で熟議カ
ケアイのような熟議の実践をされてきた方でもあり、あるいはネット選挙のよ
うな新しいことも導入していった先駆者であろうと思います。そのような方の
お話を直接お聞きできる機会を得ることができて大変光栄に思います。政治的
にきな臭い状況になっていますが、本日を迎えられて本当に幸いだったと思い
ます。みなさん政治学入門ということで、講義のつもりでいらしている方もた
くさんいると思いますが、遠慮なく質問をして、まさにこの場を熟議の場とし
て活用してもらえればと思います。
小林正弥：先週、政治学入門の受講生には簡単に説明しましたが、鈴木先生
は 1986 年に通商産業省に入省、2001 年に参議院議員として当選され、12 年
間国会議員の任期の間、文部科学省副大臣を 2 期務められ、その間に今日の
話にあると思いますが、熟議に関するような非常に革新的な試みもされていま
す。そして私とは例えば副大臣の頃の友愛公共フォーラムといって研究者、政
治家、メディアの人たちが公共的な言論空間の中でさまざまな議論をして発信
していこうという試みも一緒にしました。ちょうど総選挙の時期になり政治的
には慌しくなっていますが、一時的な政治の問題や党派性を超えて学問と政治
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の関係、あるいは政策の関係を考える上では非常に貴重な講義だろうと思いま
すので、今日はしっかりと聞いて、本当に貴重な講義ですので終わった後に質
疑の時間を設けたいと思いますので、ぜひ学生のみなさんは積極的に質問をし
て欲しいと思います。お話を聞きながらこのようなことを聞いてみたいと考え
ておいて欲しいと思っています。では、早速ですが鈴木先生よろしくお願いし
ます。
